
                               

 今年は長い梅雨になりましたが、これから本格的な夏がやっ

てきます。熱中症に気をつけ、水分補給を心がけ、暑い夏を

元気に乗り切りましょう。 

本格的な夏がやってきました！ 強い日ざしの

中で心配になるのが熱中症です。０、1、２歳

のころは、体温調節の機能が未熟で、代謝も

活発なので、多くの水分が必要です。こまめ

な水分補給を！ 

●39℃以上の熱がある 

●けいれんしている 

●意識がない 

●水をまったく飲まない 

□唇や皮膚がかさかさしている 

□おしっこが普段よりも少ない 

□暑いのに汗をかいていない 

□顔色が赤い、または青白い 

□だっこをすると体がほてっている 

□一日中、うとうとしている 

□ぐったりしている 

ＲＳウイルス感染症にかかると、激しい

せきが出て呼吸が苦しくなります。年長

児は、それほどひどくなりませんが、夜

になってせきが急に悪化することがある

ので注意しましょう。呼吸困難を起こすと

命にかかわることもあるので、下のような

様子が見られたら朝を待たず、 

急いで受診してください。 

虫刺されや湿しんなどで傷ついた肌

を汚れたつめでひっかくと、傷口に

細菌が感染して「とびひ（伝染性膿

痂疹）」になります。うみをもったよう

な水ほうができ、強いかゆみが出ま

す。かゆいからといってひっかくと大

変！ 水ほうが破れて中の液が付

いた所に、とびひがどんどん広がっ

てしまうのです。水ほうを見つけた

ら、つめでひっかかないようにガー

ゼで覆い、受診しましょう。 □ひどくせき込んで唇や顔色が青い 

□息をすると胸の上部がべこべこする 

□肩を大きく上下させて息をする 

□呼吸が荒く、顔や手足が冷たい 

□呼吸が速く、息をするとき鼻の穴が広がる 

こんな様子が見られたら…急ぎ病院へ！ 

 村内でインフルエンザの発症が見受けられます。高熱、

頭痛、咳などの症状がみられた場合は、早めの受診をお願

いします。尚、感染した場合は、発熱した後 5 日かつ、解

熱した後、３日を経過するまでは休みとなります。 

子どもたちが大好きな夏ですが、熱中症には注意を。子どもに

異変があったら、すぐに手当てをして重症化を防ぎましょう。 

風通しのよい日陰や

涼しい室内に運んで

寝かせ、服やボタン

やベルトを外す。 

ぬらしたタオル

で体をふき、うち

わや扇風機の風

を当てて体にこも

った熱を逃がす｡ 

麦茶や子ども用の

イオン飲料などを 

ひと口ずつ与える｡

一度に飲ませず、

様子をみながら。 

39℃以上の発熱があり、

ぐったりして意識がない

ときは救急車を呼びます 

□冷やしたタオル 

□タオルに包んだ保冷剤 

□冷えた缶ジュース 

などを挟んで冷やすと効果的 

 
足の付け根 

首の後ろ 

わきの下 

ぼくたちのつめも､

忘れずに短く切っ

てね 
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